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巻頭言

当機構 改革に向け発進
鉄道・運輸機構 理事　深沢 成年

　

本
年
４
月
以
降
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
ご
支
援・ご
協
力
に
よ
り
、

新
た
に
大
手
民
鉄
各
社
様
、
大
手
航
空
会
社
様
か
ら
、
従
来
か
ら
の

Ｊ
Ｒ
各
社
様
や
国
交
省
様
、
関
係
自
治
体
様
か
ら
の
増
員
も
併
せ
て

44
名
の
優
秀
な
職
員
を
各
社
様
の
事
業
範
囲
か
ら
離
れ
た
北
海
道
や

北
陸
に
ま
で
出
向
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
機
構
は
７
月
に
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
改
革
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
て
、

業
務
改
善
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
今
後
と
も
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
社
会
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
存
在
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
と
し
て
、
（1）
組
織
体

制
の
見
直
し
、
（2）
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
、
（3）
入
札

契
約
制
度
・
施
工
環
境
の
改
善
、
（4）
人
事
体
制
・
人
材
育
成
の
見
直
し
、

（5）
対
外
的
な
情
報
発
信
力
の
強
化
、
（6）
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構

築
の
六
つ
の
項
目
を
設
定
し
、
全
理
事
が
各
取
り
組
み
項
目
推
進
チ
ー

ム
の
ト
ッ
プ
と
な
る
布
陣
で
、
本
社
の
関
係
部
署
の
み
な
ら
ず
全
社
的

に
チ
ー
ム
へ
の
参
加
希
望
者
を
募
っ
て
、
本
社
、
地
方
機
関
一
体
と
な
っ

て
改
革
を
推
進
す
る
体
制
で
臨
ん
で
い
ま
す
。
改
革
プ
ラ
ン
は
そ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
定
め
て
い
ま
す
が
、最
初
の
段
階
「
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ー
ズ
（
課
題
抽
出
）」
の
期
間
の
主
な
取
り
組
み

や
成
果
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

（1）
の
項
目
で
は
、
企
画
戦
略
部
（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け
基
本
的
考

え
方
を
整
理
し
、
早
期
設
置
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
整
備
新
幹
線
で

は
、
新
幹
線
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
明
確
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

（2）
の
項
目
で
は
、
以
前
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
改
善
項
目
を
再
考

し
、
改
善
可
能
な
取
り
組
み
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
一
部
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

（3）
の
項
目
で
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
に
つ
い
て
、
新
た
な
契
約
制
度
と
し

て
要
綱
を
制
定
し
て
通
達
を
発
し
、
10
月
期
の
入
札
見
通
し
に
Ｅ
Ｃ
Ｉ

を
予
定
す
る
発
注
件
名
も
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
遅
れ
て
い
る
遠
隔
臨

場
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
モ
デ
ル
工
事

の
基
準
化
や
要
領
改
訂
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

（4）
の
項
目
で
は
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
や
大
手
民
鉄
か
ら
整
備
新
幹
線
建
設
へ

の
応
援
の
さ
ら
な
る
出
向
を
い
た
だ
く
調
整
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
国
土
交
通
大
学
の
研
修
へ
の
参
加
、
柔
軟
な

人
事
運
用
の
導
入
に
向
け
た
試
行
方
法
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

（5）
の
項
目
で
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
の
過
去
の
工
事
記
録
映
画
の

公
開
、
相
鉄
東
急
連
絡
線
の
提
案
型
の
工
事
取
材
、
共
有
建
造
パ
ン
フ

の
刷
新
、
広
報
誌
「
機
構
だ
よ
り
」
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
、
Ｊ
Ｒ
車
内
誌

な
ど
へ
の
当
機
構
記
事
の
掲
載
な
ど
、
当
機
構
事
業
の
認
知
度
向
上
を

目
指
し
即
効
性
の
高
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

（6）
の
項
目
で
は
、
柔
軟
な
働
き
方
実
現
に
向
け
て
他
機
関
の
情
報
収

集
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
導
入
の
前
倒
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
社
内
ア

ン
ケ
ー
ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
新
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
先
行

実
施
計
画
の
策
定
、
表
彰
制
度
の
暫
定
試
行
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
改
革
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
表

し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
つ
つ
、
理
事
長
の
指
揮
の

下
、
確
実
に
改
革
を
進
め
て
い
く
機
運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
早
期
の
取
り
組
み
に
よ
り
、当
機
構
の
変
化
を
全
職
員
が
感
じ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
改
革
へ
新
た
な
意
見
・
議
論
が
生
じ
る
、
で
き
る
こ
と

か
ら
順
次
実
施
す
る
、
で
き
な
い
場
合
は
原
因
を
探
り
実
施
に
向
け
て

さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
。
そ
う
い
っ
た
好
循
環
が
当
機
構
職
員
の
意
識

を
変
革
し
、
確
実
に
改
革
を
成
し
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
当
機
構

が
再
び
信
頼
さ
れ
る
組
織
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
温
か
く

も
厳
し
く
叱
咤
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
指
導
、
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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表紙の写真：建設が進む長崎駅。
膜屋根を施し、新幹線と在来線
の駅が1つの大きな屋根に包ま
れるような空間が出現する。在
来線と新幹線との間に壁がな
く、屋根も高く、ホームから長
崎港の海も見晴らせる、長崎の
玄関にふさわしい駅となる。表
紙は工事中の昼間の長崎駅、裏
表紙は夜の長崎駅。

＊ CLOSE UP ①
西九州新幹線のレールが
１本につながりました。
～2022（令和 4）年秋頃の完成・開業に向けて～

＊ CLOSE UP ②
 バイオ燃料の利用可能性を探る取り組みを開始
＊ CLOSE UP ③
JRTT公式YouTube チャンネル
「工事記録映像」一般公開
～難工事に果敢に挑んだ技術者たちの物語が今甦ります～ 

＊WORKING REPORT
固い岩盤を慎重に掘り進み 
徐々に姿を現しつつある小樽の新幹線
北海道新幹線建設局　小樽鉄道建設所

＊地域鉄道を訪ねて
一畑電車【島根県】
＊JRTT TOPICS
01  第 22 回「鉄道のある風景写真コンテスト」結果発表……26
02  竣工船の紹介……29

＊私のイチ押し、すてきな列車　斉藤雪乃／編集後記

3

3

7

7

地域鉄道を訪ねて（一畑電車）

WORKING REPORT   
北海道新幹線建設局  小樽鉄道建設所

CLOSE UP①　
西九州新幹線のレールが１本につながりました。

かなや丸　
御船印 東京湾フェリー「かなや丸」　

（鉄道・運輸機構との元共
有船）久里浜港にて

＊巻頭言　
当機構 改革に向け発進  鉄道・運輸機構  理事　深沢 成年
＊特集 乗船レポート
東京湾ぐるり一周 御船印の旅

         共有船舶建造支援部　建造促進課



鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn 4

東京湾ぐるり一周 御船印の旅
共有船舶建造支援部　建造促進課

御
船
印
旅
の
始
ま
り
は
横
浜
か
ら

「
御
船
印
」
を
ご
存
じ
の
方
挙
手
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
と
言
っ
て
も
残
念
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
な
い
と
思
い
ま
す
）

「
御
船
印
」
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た

船
に
乗
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
回
は
、
東
京
湾
を
ぐ
る
り
一
周
し

「
御
船
印
」
を
集
め
る
旅
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

内
房
線
か
ら
総
武
線
に
て
両
国
へ

内房線から総武線にて両国へ

京
急
線
で
久
里
浜
へ

東京水辺ライン

東京湾フェリー

東海汽船

御船印用の御船印帳。
御船印は、印帳に直接書くの
ではなく、印字されたものを
いただき（購入）貼り付ける
タイプとなっている。御船印
帳にもさまざまな種類があ
ります。各乗船券売り場もし
くは船内で購入可能

東京湾フェリー「かなや丸」　（鉄道・運輸機構との元共有船）久里浜港にて

■ 御船印 旅ルートマップ

特集
乗船レポート
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御
船
印
を
い
た
だ
く 

そ
の
①

東
京
湾
フ
ェ
リ
ー

◉
ス
ポ
ッ
ト
紹
介 

金
谷
港
周
辺

1

車でのフェリー乗船口船上デッキ。カモメの飛来が見られます

オリジナル商品の
購入も可能

金谷港「The Fish」売店房総名物「びわ」関連商品

バームクーヘ
ンの生地が練
り込まれたア
イスクリーム
と濃厚なプリ
ン

充実した船
内売店、グッ
ズもいろい
ろ

かなや丸　御船印
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◉
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

　

両
国
は
相
撲
と
歴
史
の
ま
ち

  

御
船
印
を
い
た
だ
く 

そ
の
②

東
京
水
辺
ラ
イ
ン

   

御
船
印
を
い
た
だ
く 

そ
の
③

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ク
ル
ー
ズ

大相撲令和 3 年９月場所。両国
国技館の通用口付近では、力士と
ファンが気さくに話している様子
が見られました（ソーシャルディ
スタンスはキープ）

回向院にある、鼠小僧の墓。墓の前にあ
る石（お前立ち）を削ったかけらを持っ
ていると金運アップなど御利益があると
言われています

両国国技館全景

築地と豊洲を結ぶ「かちどき橋」を望む

オープンエアデッキが魅力

「永代橋」。古く
は歌川広重の木
版画にも登場し
ている

シンフォニーモデルナ（手前）とシンフォニークラシカ（奥）

夕日をバックに羽田空港を望む シンフォニー　御船印

東京水辺ライン　御船印
浜離宮手前の水門をくぐる。水門の
迫力が感じられます
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8:09 発

横浜駅

8:48 着

京急久里浜駅 9:00 発

9:11 着

久里浜港 9:25 発

10:05 着

金谷港 10:10 発

11:00 着

JR 浜金谷駅 11:09 発

14:50 着

ウォーターズ竹芝 15:00 発
15:10 着

日の出桟橋 16:20 発

18:20 着

日の出桟橋 18:30 発

18:40 着

竹芝桟橋 22:00 発

23:20 着

横浜 /大桟橋

13:23 着

JR両国駅 13:30 発

13:35 着

両国リバーセンター 13:55 発

東京湾フェリー

東京水辺ラインシンフォニークルーズ
（3,200 円）

※赤線部分は、今回訪問なし

東海汽船
（1,530 円）

　御船印めぐりプロジェクト事務局では、定められた船会社数の御船印を集めることによ
り認定される「御船印マスター」制度があります。皆様、オリジナルの御船印ルートをめ
ぐり、ぜひ御船印マスターを目指してください。
全国で56社の船会社が参加　（令和３年９月末現在）

   

御
船
印
を
い
た
だ
く 

そ
の
④

東
海
汽
船

横
浜
に
戻
っ
て
御
船
印
旅
は
終
了

特集 乗船レポート 東京湾ぐるり一周 御船印の旅

レインボーブリッジと遠くに東京タワー横浜ベイブリッジと遠くにランドマークタワー

東京湾ぐるり一周  御船印の旅  旅のしおり

出航前のさるびあ丸

鉄道・運輸機構との現共有船「さるびあ丸」

東海汽船　御船印

さるびあ丸　御船印

［御船印 ウェブサイト］
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❖
西
九
州
新
幹
線（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）

　
の
概
要

　

西
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
は
佐

賀
県
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
長
崎
県
東
彼
杵
町
、
大

村
市
、
諫
早
市
、
長
崎
市
を
経
由
す
る
工
事
延
長

約
67
・
０
㎞
の
区
間
で
す
。
昭
和
48
年
に
九
州
新

幹
線
（
起
点：福
岡
市
、
終
点：長
崎
市
、
経
過
市：

佐
賀
市
）
の
整
備
計
画
が
決
定
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
過
を
経
て
、
平
成
20
年
３
月
に
武
雄
温
泉
・
諫

早
間
、
平
成
24
年
６
月
に
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
で

工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
、
工
事
を
着
手
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
、
J
R
九
州
か
ら
九
州

新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の
路
線
名
称
が

西
九
州
新
幹
線
に
決
定
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
平
成
30
年
８
月
に
嬉
野
温
泉
駅
か
ら
開

始
し
た
レ
ー
ル
敷
設
工
事
が
完
了
し
、
武
雄
温
泉

駅
か
ら
長
崎
駅
ま
で
の
レ
ー
ル
が
１
本
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

❖
構
造
物
の
種
類
と
延
長

　

構
造
物
の
種
類
と
延
長
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
41
・

０
㎞
（
61
・
２
％
）
全
31
箇
所
、
高
架
橋
が
13
・

６
㎞
（
20
・
３
％
）、
橋
り
ょ
う
が
７・１
㎞
（
10
・

６
％
）
全
１
６
８
箇
所
、
切
土
・
盛
土
が
５・３
㎞

（
７・98
％
）
を
占
め
て
お
り
、ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ

う
な
ど
の
土
木
工
事
の
着
手
率
は
１
０
０
％
の
進

西九州新幹線のレールが１本につながりました。
～2022（令和4）年秋頃の完成・開業に向けて～

鉄道・運輸機構の取り組み 1

　当機構では、西九州新幹線（武雄温泉・長崎間）の2022（令和4）年秋頃の
完成・開業に向けて工事を進めておりますが、9月4日（土）長崎駅構内において、
最後のレール敷設工事が完了し、武雄温泉駅と長崎駅間の全線のレールが1本に
つながりましたのでご紹介します。

長崎駅で1本につながったレール

長崎駅

スラブ軌道
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捗
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
軌
道
構
造
は
高
速
で
の
走
行
安
定
性
や

省
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
ス
ラ
ブ
軌
道
（
※

１
）
を
標
準
軌
道
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

（
※
１
） 

ス
ラ
ブ
軌
道
：
通
常
の
線
路
の
ま
く
ら
ぎ
に
代
わ
り
、

「
軌
道
ス
ラ
ブ
」
と
呼
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
盤
に
レ
ー
ル

を
締
結
（
固
定
）
す
る
も
の
。

❖
時
間
短
縮
効
果

　

時
間
短
縮
効
果
に
つ
い
て
は
、
博
多
・
長
崎
間

〔
武
雄
温
泉
駅
で
対
面
乗
り
換
え
（
※
２
）〕
の
所
要

時
間
は
現
在
の
在
来
線
特
急
よ
り
約
30
分
短
縮
さ

れ
、
約
１
時
間
20
分
と
な
り
ま
す
。

（
※
２
） 

武
雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
り
換
え
は
、
階
段
の
上
り
下

り
や
改
札
の
通
過
は
必
要
な
く
、
同
じ
ホ
ー
ム
の
両
側

で
新
幹
線
と
在
来
線
を
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

❖
今
後
の
予
定

　

現
在
は
、
駅
舎
の
内
装
工
事
や
、
新
幹
線
の
走

行
に
必
要
な
電
力
を
供
給
す
る
電
気
工
事
な
ど
仕

上
げ
に
向
け
て
の
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
工
事
と
並
行
し
て
、
完
成

し
た
構
造
物
や
線
路
、
駅
舎
な
ど
が
、
安
全
に
新

幹
線
が
走
行
で
き
る
設
備
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
と
協
同
し
て
監
査
・

検
査
等
を
進
め
、
来
年
秋
頃
の
完
成
・
開
業
に
向

け
て
、
安
全
を
第
一
に
考
え
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

武雄温泉駅

嬉野温泉駅

新大村駅諫早駅

◎主なトンネル
俵坂トンネル（約5.7㎞）、久山トンネル（約5.0km）、
新長崎トンネル（約7.5km）

◎主な橋りょう
袴野架道橋（152m）、千綿川橋りょう（213m）、
第２本明川橋りょう（265m）
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■ 

共
有
船
舶
建
造
支
援
部
技
術
企
画
課
・
事
業
監
理
部
計
画
課

バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
可
能
性
を
探
る
取
り
組
み
を
開
始

鉄道・運輸機構の取り組み 2

　
令
和
３
年
７
月
７
日
、
当
機
構
本
社
に
て
、
当

機
構
と
バ
イ
オ
燃
料
の
開
発
・
製
造
・
供
給
を
行
っ

て
い
る
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
（
以
下
、
ユ
ー
グ
レ

ナ
社
）
と
の
間
で
、
包
括
連
携
に
関
す
る
基
本
合
意

書
の
締
結
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
は
、
平
成
22
年
に
バ
イ
オ
燃
料
の

研
究
を
開
始
し
て
以
降
、
平
成
30
年
に
日
本
初
の

バ
イ
オ
燃
料
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト
を
竣
工
す
る
な

ど
、
バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て
先
駆
的
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
企
業
で
す
。

　

今
般
、
当
機
構
と
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
は
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理
念
に
基
づ
き
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
一
層
の
削
減
を
進
め
る
た
め

の
有
効
な
対
応
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
バ
イ
オ
燃
料

の
さ
ら
な
る
利
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
連
携
を

図
る
こ
と
と
し
、
基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
機
構
は
合
意
書
に
基
づ
き
、
当
機
構

が
共
有
す
る
内
航
船
舶
や
施
工
す
る
鉄
道
建
設
現

場
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

❖
バ
イ
オ
燃
料
と
は
？

　

植
物
油
等
、
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性

資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
原
料
に
製
造
さ
れ
る
燃
料

で
す
。

　

バ
イ
オ
燃
料
に
含
ま
れ
る
炭
素
は
、
植
物
の
光
合

成
に
よ
っ
て
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
に

由
来
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
バ
イ
オ
燃
料
を
燃
や

し
た
際
の
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
増
加
量
は
差
し
引
き
ゼ

ロ
、
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　

バ
イ
オ
燃
料
の
う
ち
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で

利
用
可
能
な
燃
料
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
呼

び
ま
す
。

❖
次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

　「
サ
ス
テ
オ
」
の
特
徴

　
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
が
継
続
的
に
製
造
す
る
「
サ
ス
テ

基本合意書を締結した株式会社ユーグレナ出雲社長（左）、
当機構河内理事長（右）

強靭（レジリエント）なインフラ構築、 
イノベーションの推進などを図ること

気候変動およびその影響を軽減するための 
対策を講じること

持続可能な生産消費形態を確保すること

【共通理念】 【連携事項】

①バイオ燃料の利活用に関して、
　相互の情報交換を促進

②当機構が共有する内航船舶における
　バイオ燃料の利用可能性を検討

③当機構が施工する鉄道建設現場における
　バイオ燃料の利用可能性を検討

その他、「情報の開示・提供」、「知的財産の取り扱い」、「成
果の通知・公表」、「秘密保持」、「期間」等について定める

基本合意書の概要
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オ
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

は
異
な
り
、
石
油
由
来
の
通
常
の
軽
油
と
同
等
の
分

子
構
造
・
性
質
を
有
す
る
次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
で
す
。

　

既
存
の
車
両
に
対
策
を
施
さ
ず
と
も
使
用
可
能

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
４
月

に
は
、
都
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
、
一
般

車
両
向
け
の
供
給
が
期
間
限
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

❖
共
有
船
舶
に
お
け
る
利
用
可
能
性
検
討

　

船
舶
で
は
、
主
に
軽
油
・
Ａ
重
油
・
Ｃ
重
油
が
燃

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
油
を
使
用
す
る
船
舶
に
お
い
て
は
、
軽
油
と
同

等
の
分
子
構
造
を
持
つ
「
サ
ス
テ
オ
」
を
利
用
で
き

る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
ま
た
、
Ａ
重
油
・
Ｃ
重
油

を
使
用
す
る
船
舶
に
お
い
て
も
、
重
油
は
原
油
を
分

留
し
た
際
の
残
渣
油
を
軽
油
で
割
っ
て
製
造
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
サ
ス
テ
オ
」
を
混
合
し
て
利
用

左からユーグレナから抽出した油脂、「サステ
オ」、廃食油。ユーグレナ社では、ユーグレ
ナ油脂や廃食油を原料として、次世代バイオ
ディーゼル燃料を製造しています

2005年・ユーグレナ社設立
　　　  ・世界初のユーグレナの
　　　　  食用屋外大量培養に成功
2010年・バイオ燃料の研究開始
2015年・「国産バイオ燃料計画」発表
2018年・バイオ燃料製造
　　　　  実証プラント竣工
2020年・次世代バイオディーゼル燃料
　　　　  供給開始
2021年6月
　　　 ・バイオジェット燃料での
　　　　 初フライト実施
　　　 ・バイオディーゼル燃料のブラン
　　　　 ド名「サステオ」を発表

で
き
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
機
構
で
は
、
共
有
船
舶
に
お
け
る
利

用
可
能
性
検
討
の
た
め
、
左
記
調
査
を
実
施
予
定

で
す
。

①
軽
油
を
使
用
す
る
船
舶
で
の
利
用
に
向
け
た
調

査
・
実
際
に
商
業
運
航
し
て
い
る
船
舶
に
「
サ
ス
テ
オ
」

を
導
入
し
、
通
常
の
軽
油
と
同
等
の
性
能
を
発
揮

で
き
る
こ
と
を
確
認

②
Ａ
重
油
を
使
用
す
る
船
舶
で
の
利
用
に
向
け
た

調
査

・
Ａ
重
油
と
「
サ
ス
テ
オ
」
を
混
合
し
た
際
に
、
エ

ン
ジ
ン
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
沈
殿
が
生
じ
な
い
こ

と
等
を
確
認

・
船
舶
用
エ
ン
ジ
ン
に
Ａ
重
油
と
「
サ
ス
テ
オ
」
を

混
合
し
た
燃
料
を
導
入
し
、
不
具
合
な
く
利
用
で

き
る
こ
と
を
陸
上
試
験
に
よ
り
確
認

❖
鉄
道
建
設
現
場
に
お
け
る

　
利
用
可
能
性
検
討

　

鉄
道
建
設
で
は
、
都
市
鉄
道
併
せ
て
約
４
０
０

㎞
余
り
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
多
岐
に
わ
た
る

分
野
の
工
事
を
多
く
の
建
設
会
社
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
当
機
構
と
し
て
の
取
り
組
み
に
賛
同
い

た
だ
け
、
か
つ
前
向
き
に
協
力
い
た
だ
け
る
建
設
会

社
に
お
声
掛
け
し
、
利
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

C重油
172隻
（67％）

A重油
83隻
（33％）

 C 重油
 17隻
 （27％）

軽油
23隻
（36％）

A重油
24隻
（37％）

貨物船
255隻

旅客船
64隻

【現共有船（319隻）における使用燃料】（2021年6月時点）
ユーグレナ社　略歴

提供：ユーグレナ社提供：ヤンマーパワーテクノロジー㈱

〈舶用エンジンのイメージ〉

〈参考：内航船全体隻数　貨物船 2,765 隻　旅客船 616隻　合計 3,381隻〉
（船舶明細書（2020 年 6月現在）データから、20GT未満の小型船舶や共有対象ではない砂
利船等を除いたもの）
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J
R
T
T
公
式
Y
o
u
Tu
b
e
チ
ャ
ン

❖
ネ
ル
に
つ
い
て
　
　
　

　
当
機
構
で
は
対
外
的
な
情
報
発
信
力
の
強
化
の

一
環
と
し
て
、
本
年
８
月
に
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
」、

９
月
に
「
東
北
新
幹
線　

岩
手
一
戸
ト
ン
ネ
ル
」、

10
月
に
「
多
摩
川
を
わ
た
る　

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
」

を
そ
れ
ぞ
れ
J
R
T
T
公
式
Yo
u
Tu
be
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
て
公
開
し
ま
し
た
。　
　

　

Yo
u
Tu
be
動
画
の
制
作
は
令
和
元
年
度
か

ら
開
始
し
、
当
機
構
の
主
な
事
業
概
要
紹
介
の
他
、

普
段
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
建
設
中
の
工
事

の
様
子
や
新
幹
線
の
建
設
現
場
で
活
躍
す
る
特
殊

な
工
事
用
機
械
な
ど
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
累

計
17
本
の
Yo
u
Tu
be
動
画
の
制
作
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

❖
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
津
軽
海
峡
を
横
断
し
、
本

州
と
北
海
道
を
結
ぶ
延
長
53
・
85
㎞
の
長
大
海
底

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
昭
和
29
年
に
発
生
し
た
台
風
に

よ
り
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
水
没
と
い
う
世
界
的
に

も
大
き
な
海
難
事
故
を
契
機
と
し
て
建
設
が
促
進

さ
れ
ま
し
た
。
海
底
部
の
掘
削
で
は
４
度
の
大
出

水
事
故
に
よ
る
水
没
の
危
機
を
は
じ
め
、
難
工
事

の
連
続
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
や
工

事
関
係
者
の
努
力
と
奮
闘
の
末
、
昭
和
58
年
１
月

に
先
進
導
坑
が
貫
通
し
、
本
州
と
北
海
道
が
陸
続

き
に
な
り
ま
し
た
。

青函トンネル工事　※青函トンネルで培った技術力が現在の鉄道建設事業に受け継がれています。

JRTT公式YouTubeチャンネル「工事記録映像」
一般公開

～難工事に果敢に挑んだ技術者たちの物語が今甦ります～

鉄道・運輸機構の取り組み 3

　当機構の前身である日本鉄道建設公団の工事記録映像など、これまで公開され
ていなかった技術者たちの物語を公開し、現在建設中の路線はもちろんのこと、
これまで手掛けてきた路線についてもご紹介します。



13 鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn

　

昭
和
60
年
３
月
に
は
海
峡
中
央
部
に
て
本
抗
が

貫
通
、
そ
の
後
、
昭
和
61
年
９
月
に
レ
ー
ル
敷
設

が
完
了
し
、
本
州
と
北
海
道
が
鉄
路
で
つ
な
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
63
年
３
月
に
津
軽
海
峡
線

と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

❖
岩
手
一
戸
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

　

岩
手
一
戸
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成
14
年
に
開
業
し

た
東
北
新
幹
線
（
盛
岡
・
八
戸
間
）
に
お
け
る
長

さ
25
・
８
㎞
（
当
時
陸
上
ト
ン
ネ
ル
で
世
界
最
長

記
録
）
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
地
質
が
複
雑
で
、

東北新幹線「はやて」出発式 竜飛岬

先進導坑貫通式本坑貫通式

【過去の工事記録】

【現在建設中の新幹線】

▼JRTT公式 YouTube はこちらをチェック！▼

■ 青函トンネル（通常版） ■ 東北新幹線  岩手一戸トンネル ■ 多摩川をわたる  沈埋トンネル

■ 札幌へ向け進むトンネル掘削 ■ 新北陸トンネル貫通 ■ 2022年秋開業！九州新幹線西九州ルート

数
多
く
の
断
層
が
存
在
し
、
ト
ン
ネ
ル
中
間
部
の

約
５
㎞
間
で
国
内
有
数
の
膨
張
性
地
山
に
遭
遇
し
、

こ
れ
ら
を
採
掘
時
の
計
測
結
果
か
ら
適
切
な
支
保

パ
タ
ー
ン
を
決
定
す
る
計
測
管
理
手
法
を
確
立
し

て
克
服
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
12
年
に
土
木
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

❖
多
摩
川
を
わ
た
る

　
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

　

京
葉
線
建
設
（
当
時
）
で
施
工
さ
れ
た
「
羽
田

ト
ン
ネ
ル
」
の
多
摩
川
横
断
部
分
に
お
い
て
「
沈

埋
工
法
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
昭
和
42
年
12
月
に
着
工
し
、
長
さ
80

ｍ
も
あ
る
沈
埋
函
を
合
計
６
函
つ
な
い
で
沈
設
し

ま
し
た
。
本
格
的
な
沈
埋
工
法
の
ト
ン
ネ
ル
と
し

て
、
極
軟
弱
地
盤
に
挑
み
、
沈
埋
工
法
に
よ
る
施

工
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。

❖
今
後
の
予
定

　

当
機
構
で
は
こ
れ
ま
で
北
海
道
・
東
北
・
上
越
・

北
陸
・
九
州
に
新
幹
線
を
建
設
し
開
業
さ
せ
て
き

ま
し
た
。現
在
は
北
海
道（
新
函
館
北
斗・札
幌
間
）、

北
陸
（
金
沢
・
敦
賀
間
）、
九
州
（
武
雄
温
泉
・
長

崎
間
）
の
新
幹
線
建
設
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
Yo
u
Tu
be
動
画
を
公

開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
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北
海
道
の
開
拓
を
支
え
た

港
町
・
小
樽

　

  

「
ぜ
ひ
、
こ
こ
か
ら
小
樽
市
街
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

標
高
５
３
２
ｍ
の
天
狗
山
山
頂
で
、

小
樽
鉄
道
建
設
所
の
羽
生
田
康
雄
所
長

が
言
っ
た
。
目
の
前
に
、
小
樽
市
街
と
日

本
海
が
広
が
っ
て
い
る
。

  

「
小
樽
は
、
明
治
以
来
北
海
道
開
拓
の

重
要
な
港
湾
で
、
交
通
と
物
流
の
要
衝

で
し
た
。
北
海
道
最
初
の
鉄
道
は
手
宮
・

札
幌
間
を
結
び
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
線
路

跡
が
見
え
て
い
ま
す
」

　

少
し
歩
い
て
、
東
側
の
第
三
展
望
台
に

移
動
す
る
と
、
眼
下
の
谷
に
オ
レ
ン
ジ
の

ネ
ッ
ト
で
囲
っ
た
一
角
が
見
え
た
。

  

「
新
小
樽
（
仮
称
）
と
呼
ん
で
い
る
新

駅
の
予
定
地
で
す
。
ま
だ
工
事
に
は
着
手

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
５
月
に
小
樽
市
へ
新

駅
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
を
依
頼

し
ま
し
た
。
１
年
を
め
ど
に
作
成
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
元
に
当
機
構
で
複
数
の

デ
ザ
イ
ン
案
を
作
成
し
ま
す
」

　

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
・
札
幌

間
は
、
令
和
12
年
度
末
の
開
業
を
目
指

し
て
各
地
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
29
年
４
月
に
発
足
し
た
小
樽
鉄
道

建
設
所
は
、
余
市
町
か
ら
小
樽
市
を
経

て
札
幌
と
の
市
境
付
近
ま
で
、
22
・
０
㎞

固い岩盤を慎重に掘り進み
徐々に姿を現しつつある小樽の新幹線
北海道の産業と近代化を支えた小樽。
その小樽市の郊外で、北海道新幹線の建設工事が進行中だ。
山間の狭い土地を活用し、周辺環境への影響を最小限に抑えながら
着々と進むトンネル工事現場の現在を報告する。
文：栗原 景（フォトライター）　写真：丸山 達也、及川 修
※文はリモート取材により作成し、写真は函館市在住のカメラマンが担当いたしました。

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

後志トンネル天神工区ヤード全景。
手前のトラックが停車している空き
地が新小樽駅（仮称）予定地だ
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天狗山山頂から一望する小樽市街。山頂から海岸までの４km弱に市街が集まっている

の
土
木
施
設
建
設
を
担
当
す
る
建
設
所

だ
。
現
在
担
当
の
５
工
区
は
全
て
ト
ン
ネ

ル
で
あ
る
。施
工
す
る
工
事
の
大
部
分
が
、

ト
ン
ネ
ル
建
設
で
あ
る
。
こ
の
春
か
ら
所

長
を
務
め
る
羽
生
田
所
長
は
埼
玉
県
出

身
。
九
州
新
幹
線
の
工
事
監
理
業
務
を

は
じ
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
技
術
検

討
業
務
、
大
阪
で
準
備
が
進
む
な
に
わ

筋
線
な
ど
都
市
鉄
道
の
基
礎
調
査
な
ど

や
、
鉄
道
建
設
に
関
わ
る
幅
広
い
業
務

を
手
掛
け
て
き
た
。

　

小
樽
鉄
道
建
設
所
は
、
後し
り
べ
し志
ト
ン
ネ
ル

（
一
部
）、
朝
里
ト
ン
ネ
ル
、
札さ
っ
そ
ん樽
ト
ン
ネ

ル
（一部
）
の
３
ト
ン
ネ
ル
を
５
工
区
に
分

け
て
担
当
し
て
い
る
。
現
在
は
４
工
区
で

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
進
行
中
だ
。
天

狗
山
か
ら
下
り
、
ま
ず
は
起
点
方
の
後

志
ト
ン
ネ
ル
塩
谷
工
区
に
向
か
っ
た
。

固
く
安
定
し
た
岩
盤
を

発
破
工
法
で
掘
り
進
む

　

道
道
９
５
６
号
の
交
差

点
か
ら
小
樽
市
道
を
経
て

林
道
に
入
り
、
塩
谷
川
に

沿
っ
て
林
道
を
約
２
㎞
進

ん
だ
奥
に
、
後
志
ト
ン
ネ

ル
塩
谷
工
区
の
斜
坑
入
口

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
地
下

に
入
り
、
さ
ら
に
約
10
％

の
下
り
勾
配
を
約
２
㎞

■小樽鉄道建設所担当区間

 

函館

五稜郭

八雲
森

奥津軽
いまべつ駅

新青森駅

後志トンネル

木古内駅

建設中の路線
既開業路線

長万部駅
（仮称）

倶知安駅

新函館北斗駅
大沼

室蘭
新八雲駅
（仮称）

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

土被りが最大 550ｍの後志トンネル塩谷工区では本坑までの斜坑も長い。手前が本坑、奥に伸びるトンネルが斜坑だ
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下
っ
た
と
こ
ろ
が
後
志
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑

だ
。
全
長
17
・
99
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
そ

の
う
ち
塩
谷
工
区
は
４
０
５
０ｍ
。
平
成

30
年
11
月
か
ら
斜
坑
の
掘
削
が
始
ま
り
、

令
和
３
年
９
月
現
在
、
本
坑
の
掘
削
が

１
１
５
６ｍ
ま
で
完
了
し
て
い
る
。

  

「
こ
の
辺
り
の
地
質
は
、マ
グ
マ
が
固
ま
っ

た
安
山
岩
を
中
心
と
す
る
堅
い
岩
で
で
き

て
い
ま
す
。
土
被
り
、
つ
ま
り
ト
ン
ネ
ル

天
端
か
ら
地
上
ま
で
の
距
離
は
最
大
約

５
５
０ｍ
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
地
盤
で

す
の
で
、
発
破
工
法
に
よ
る
補
助
ベ
ン
チ

付
き
全
断
面
工
法
で
掘
削
し
、
発
生
土

の
搬
出
に
つ
い
て
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
使

用
し
て
い
ま
す
」

　

羽
生
田
所
長
が
説
明
す
る
。
発
破
工

法
と
は
、
火
薬
を
使
っ
た
掘
削
方
法
だ
。

塩
谷
工
区
の
地
質
は
、
土
と
い
う
よ
り
は

岩
盤
に
近
い
。
機
械
に
よ
る
掘
削
は
難
し

い
た
め
、
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
と
呼
ば
れ
る

重
機
で
掘
削
の
最
前
面
で
あ
る
切
羽
に

削
孔
し
、
火
薬
を
装
填
し
て
岩
を
砕
く
。

発
破
は
振
動
や
音
を
伴
う
た
め
、
民
家

近
傍
で
は
火
薬
量
を
最
低
限
に
調
整
し
て

実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
後
志
ト
ン
ネ
ル
で
は
全
断
面
を

一度
に
掘
削
す
る
全
断
面
工
法
を
採
用
し

て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
を
上
下
に
分
け

て
、
半
分
ず
つ
掘
削
す
る
ベ
ン
チ
カ
ッ
ト

工
法
に
比
べ
、
作
業
空
間
が
大
き
く
取

れ
大
型
機
械
を
効
率
的
に
使
用
で
き
る
。

地
質
が
極
め
て
良
好
な
場
合
に
用
い
ら
れ

る
工
法
で
、
発
破
工
法
と
組
み
合
わ
せ
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
発
破
に
よ
っ
て

生
じ
た
発
生
土
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
坑

外
の
仮
置
き
場
に
搬
出
さ
れ
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
に
立
つ
と
、
ト
ン
ネ
ル
断

面
の
様
子
が
奥
の
切
羽
付
近
と
手
前
で

異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
「
塩
谷
工
区
の
地
盤
は
現
在
大
変
安
定

し
て
い
ま
す
が
、
余
市
町
と
小
樽
市
の
境

に
あ
た
る
こ
の
地
点
か
ら
地
質
が
変
わ
り

ま
す
。
今
後
は
地
山
の
圧
力
が
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
断
面
を
支
え
る

鋼
製
支
保
工
の
建
て
込
み
を
開
始
し
ま
し

た
」

　

鋼
製
支
保
工
は
ア
ー
チ
状
の
H
形
鋼

で
、
掘
削
し
た
壁
面
に
１
〜
１・２ｍ
間
隔

で
建
て
込
む
こ
と
で
地
山
を
支
保
す
る
。

次
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
き
付
け
、
放
射

状
に
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
打
ち
込
む
こ
と
で

地
山
の
保
持
力
を
利
用
し
て
ト
ン
ネ
ル
を

支
え
る
。
こ
れ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
と
い
い
、

現
代
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
で
は
標
準
的
な
工

法
だ
。
小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担
当
す
る

ト
ン
ネ
ル
は
す
べ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
を
採

用
し
て
い
る
。

　

塩
谷
工
区
か
ら
林
道
を
引
き
返
す
途

中
、
整
地
さ
れ
た
広
場
の
よ
う
な
場
所
に

立
ち
寄
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
で

発
生
す
る
対
策
土
の
受
入
地
で
す
」

　

小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担
当
す
る
ト
ン

ネ
ル
か
ら
は
約
２
０
０
万
㎥
の
掘
削
土
が

発
生
す
る
見
込
み
だ
が
、
北
海
道
の
土
に

は
、一部
に
セ
レ
ン
、
砒
素
と
い
っ
た
自
然

由
来
の
重
金
属
等
を
微
量
に
含
む
も
の
が

あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
発
生
土
お
よ
び
堅
硬
な

岩
は
環
境
省
が
定
め
る
土
壌
汚
染
対
策

法
の
適
用
対
象
で
は
な
い
が
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
で
は
周
辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
土
交
通
省
の
「
建

設
工
事
に
お
け
る
自
然
由
来
重
金
属
含

有
岩
石
・
土
壌
へ
の
対
応
マ
ニュ
ア
ル
」
に

基
づ
き
、
対
応
策
を
第
三
者
委
員
会
で

の
審
議
・
検
討
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る

の
だ
。
こ
こ
は
小
樽
市
が
用
意
し
た
土

地
で
、
今
後
９
万
㎥
の
対
策
土
を
受
け

入
れ
る
予
定
だ
。

北海道新幹線関連では、長万部駅や倶知安駅など駅整備
に関わる計画調整業務も担当してきた羽生田所長

9万㎥の対策土を受け入れる準備を進める受入地

地
質
の
状
況
に
合
わ
せ
て

最
適
な
施
工
方
法
を
選
択
す
る

　

続
い
て
同
じ
く
後
志
ト
ン
ネ
ル
の
天
神

工
区
へ
。
先
ほ
ど
ま
で
山
深
い
林
道
に
い

た
が
、
車
で
10
分
も
走
る
と
住
宅
街
に
出

た
。
天
神
工
区
は
後
志
ト
ン
ネ
ル
の一
番

終
点
の
方
の
工
区
で
、
延
長
は
４
４
７
５

ｍ
。
土
被
り
は
最
大
約
５
４
０ｍ
で
、
９

月
１
日
現
在
終
点
方
坑
口
か
ら
３
９
３ｍ

の
地
点
ま
で
掘
り
進
ん
で
い
る
。

　
「
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
新
小

樽
駅
（
仮
称
）
で
す
。
先
ほ
ど
天
狗
山

か
ら
見
て
い
た
だ
い
た
駅
予
定
地
は
、
こ

の
工
区
の
作
業
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。
住
宅
が
近
い
の
で
、
騒
音
対
策

に
も
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
」



小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

防水シート（手前の白い壁面）の張り付けに用い
られる FILM台車（塩谷工区）

発破工法を用いる後志ト
ンネルでは、ドリルジャン
ボで切羽に削孔し火薬を
装填する

17 鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn 
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天狗山からは新小樽駅
（仮称）予定地を見晴ら
せる。平成 30年には後
志自動車道が開通した

　
こ
こ
は
小
樽
市
郊
外
の
住
宅
地
で
、
作

業
ヤ
ー
ド
か
ら
民
家
ま
で
25
ｍ
し
か
な
い
。

坑
口
や
そ
の
周
辺
は
、
防
音
パ
ネ
ル
で
し
っ

か
り
囲
わ
れ
て
い
る
。

　

天
神
工
区
の
地
質
は
、
火
山
灰
を
主

成
分
と
し
た
火
山
礫
（
砂
よ
り
も
大
き
い

石
）
を
含
む
火
山
礫
凝
灰
岩
。
掘
削
方

法
は
塩
谷
工
区
と
同
様
、
発
破
工
法
に

よ
る
補
助
ベ
ン
チ
付
き
全
断
面
工
法
だ
。

　
「
住
宅
近
く
で
の
発
破
工
法
に
よ
る
作

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
周
辺
環
境
へ
の
騒

音
や
振
動
な
ど
の
影
響
を
測
定
・
調
査
し

て
お
り
、
防
音
扉
も
設
置
し
て
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
工
区
は
坑
口
か
ら
鋼

製
支
保
工
を
建
て
込
ん
で
掘
削
し
て
い
ま

す
」

　

切
羽
で
は
、
前
方
の
地
質
を
調
査
す

る
先
進
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

た
。
自
然
由
来
の
重
金
属
が
ど
れ
だ
け

含
ま
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
工

程
で
、
約
１
０
０ｍ
先
ま
で
調
査
す
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
外
の
作
業
ヤ
ー
ド
に
は
、
濁

水
処
理
施
設
が
あ
る
。
掘
削
に
よ
っ
て
発

生
し
た
水
に
は
泥
が
混
じ
る
た
め
、
こ
こ

で
環
境
基
準
を
満
た
す
水
質
に
処
理
し

て
川
に
流
す
。
処
理
水
を
利
用
し
た
池

も
あ
り
、
鯉
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い

切羽の周辺部から前方の地質を確認する先進調査ボーリング作業

で
い
た
。

  

「
池
は
、
施
工
を
行
う
Ｊ
Ｖ
（
建
設
企

業
共
同
体
）
が
準
備
し
た
も
の
で
、
処

理
水
の
水
質
を
確
認
す
る
意
味
も
あ
り

ま
す
し
、
現
場
の
ち
ょっ
と
し
た
和
み
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」

小
樽
と
い
う
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伸
ば
せ
る

交
通
イ
ン
フ
ラ
を
目
指
す

　

天
神
工
区
の
本
坑
入
口
か
ら
振
り
返

る
と
、
新
小
樽
駅
（
仮
称
）
予
定
地
の

向
こ
う
に
、
後
志
自
動
車
道
の
高
架
と

毛
無
山
の
尾
根
が
見
え
る
。

薬品等を使用して水の pH値な
どを処理・浄化する濁水処理
施設

濁水処理施設の横に
設置された処理水の
池。数匹の鯉が泳ぐ
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地層が露出している朝里トンネルの切羽。等間隔で鋼製支保工が建て込まれており、赤く塗られたロックボルトも見える

  

「
新
幹
線
は
、
新
駅
を
発
車
し
ま
す
と
、

朝
里
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
ま
す
。
あ
ち
ら
の

山
が
く
ぼ
ん
で
い
る
辺
り
が
朝
里
ト
ン
ネ

ル
の
入
口
で
す
」

　

朝
里
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
４
３
２
５ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
で
、
ほ
ぼ
半
分
の
２
１
３
９ｍ
ま

で
掘
削
が
完
了
し
た
。
朝
里
ト
ン
ネ
ル
は

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

切羽後方では発破によって崩したズリを搬出するパワーショベル（左）と、鋼製支保工建て込み機（右）が控えている（朝里工区）

全
体
の
施
工
を
小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担

当
し
て
い
る
が
、
本
坑
へ
は
小
さ
な
尾
根

を
越
え
た
作
業
ヤ
ー
ド
か
ら
斜
坑
を
通
じ

て
入
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
特
徴
は
湧
水

が
多
い
こ
と
だ
。
後
志
ト
ン
ネ
ル
塩
谷
工

区
が
毎
分
２・５
ｔ
程
度
の
と
こ
ろ
、
朝

里
ト
ン
ネ
ル
は
最
大
毎
分
13
ｔ
の
水
が
出

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
か

ら
地
上
ま
で
の
距
離
を
表
す
土
被
り
は

２
３
０
ｍ
ほ
ど
あ
る
も
の
の
、
周
辺
の
井

戸
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
影
響
を
監

視
し
な
が
ら
掘
削
を
進
め
て
い
る
。

　

切
羽
の
手
前
で
は
、
イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
と
防
水
シ
ー
ト
の
張
り

込
み
、
お
よ
び
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

設
が
行
わ
れ
て
い
た
。
イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
底
面
に
打

設
さ
れ
る
逆
ア
ー
チ
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
安
定
性
を
強
化

し
、
変
形
や
沈
下
を
防
止
す
る
。
ま
ず

底
面
を
掘
り
下
げ
、
大
型
台
車
の
よ
う

な
自
走
式
の
作
業
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
。

　

イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す

る
と
、
続
い
て
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
漏
水
を

防
ぐ
た
め
の
防
水
シ
ー
ト
を
張
り
込
む
。

そ
の
後
内
壁
に
沿
っ
た
形
を
し
た
ス
ラ
イ

ド
セ
ン
ト
ル
と
い
う
装
置
を
導
入
し
て
、

防
水
シ
ー
ト
と
ス
ラ
イ
ド
セ
ン
ト
ル
の
間

に
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
い
く
。
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トンネル内部では、アーチ状のトンネル断面を支えるために床面へ逆アーチ状の形
をしたインバートコンクリートを打設する（石倉工区）

一見小さく見える札樽トンネル石倉工区の本坑。周辺に民家がある
ので、坑外の施設は防音ピット（左）に覆われている

本線は後志自動車道の下をくぐる。作業路にはほぼすべて防音パネ
ルが並べられている（石倉工区）

札樽トンネルの坑口の手前には川があり仮桟橋を設けて施工してい
る。民家も近いため防音等には細心の注意が払われている（石倉工区）

　

最
後
に
、
札
樽
ト
ン
ネ
ル
石
倉
工
区
を

訪
れ
た
。
札
樽
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
２
万

６
２
３
０
ｍ
、
最
大
土
被
り
約
５
５
０

ｍ
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
、
石
倉
工
区
は
そ

の
う
ち
起
点
方
の
約
４
５
０
０
ｍ
を
掘

削
す
る
。
重
機
を
使
っ
て
土
を
掘
り
進

む
機
械
掘
削
に
よ
っ
て
令
和
２
年
11
月

よ
り
掘
削
を
開
始
し
、
９
月
の
時
点
で

は
７
０
２
ｍ
ま
で
掘
削
が
完
了
。
現
在
は

発
生
土
を
運
ぶ
た
め
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

の
設
置
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

札
樽
ト
ン
ネ
ル
の
坑
口
に
立
つ
と
、
新

幹
線
の
複
線
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
は
や
け
に

坑
口
が
小
さ
い
気
が
し
た
。

　

決
め
ら
れ
た
線
路
の
上
を
専
用
の
車
両

が
走
る
鉄
道
は
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
も
最
小

限
で
済
む
。
そ
の
意
味
で
も
、
鉄
道
は
環

境
に
優
れ
た
交
通
機
関
だ
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
予
定
の
２
０

３
０
年
度
末
ま
で
10
年
を
切
っ
た
。

  

「
鉄
道
は
、
人
の
交
流
を
促
し
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伸
ば
し
て
い
け
る
公
共

交
通
機
関
で
す
。
北
海
道
の
歴
史
と
文

化
が
詰
ま
っ
た
小
樽
に
、
１
日
も
早
く
新

幹
線
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
安
全
を
心

が
け
て
建
設
に
あ
た
り
ま
す
」

　

旅
が
好
き
で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
全
国

を
旅
し
た
と
い
う
羽
生
田
所
長
が
言
っ

た
。
小
樽
が
、
本
州
か
ら
新
幹
線
で
気

軽
に
訪
ね
ら
れ
る
港
町
に
変
わ
る
日
は
、

決
し
て
遠
く
な
い
。



21 鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn 

故郷の魅力を再発見
ドラマチックな風景が美しい小樽を伝える

一般社団法人 小樽観光協会　
事業推進マネージャー

永岡 朋子さん

穴滝
新小樽駅（仮称）予定地から勝納川の支流をさ
かのぼった先にある、知る人ぞ知る秘境の滝。
洞窟の前に落ちる滝で、洞窟内から滝の裏側を
見られる。長靴と熊避け鈴を持って行こう。
アクセス：小樽駅から車で 15分、奥沢水源地か
ら徒歩 1時間 20分、散策自由（冬季は積雪あり）

問い合わせ：☎ 0134-33-2510 
（一般社団法人小樽観光協会）

北運河
1923（大正 12）年に完成した小樽運河。竜宮通
りから北は、埋め立てられることなく昔ながらの
幅 40ｍのまま残され、小樽が北海道の中心とし
て栄えていた時代の面影を残す。
アクセス：小樽駅から徒歩 15分（竜宮通り）、散
策自由

Interview

　「小樽は、朝昼晩、春夏秋冬それぞれに、いろい
ろな表情を見せてくれる街なんです」
　そう語るのは、小樽観光協会で事業推進マネー
ジャーを務める永岡朋子さんだ。余市生まれの小
樽育ち。道内のホテル・リゾート勤務を経て、平成
19年に故郷の小樽に戻ってきた。
　「小樽には、石造りの倉庫や洋風建築など明治・
大正期に建てられた建物が残されています。夕暮れ
時の小樽運河では、明治から現代までの建物が夕空
に浮かび上がり、まるで時空を超えたようなドラマ
チックな風景を見せてくれるのです」
　昔は当たり前だと思っていたことも、外の世界を
知ることで、実は当たり前ではなかったことに気付
いた。
　「海外の方に言われました。小樽では、特に高級
な店でなくても、普通に美味しい海産物が食べられ
ます。でも、それはとても幸せなことなんだって」
　そんな小樽の魅力を伝えるために、今はウェブや
SNSをはじめとする情報発信、PRイベントの実施
など幅広い仕事をしている。永岡さんが魅力を感じ
る小樽の見どころはどんなところだろう。
　「運河が有名ですが、“北運河”と呼ばれる地域は
訪れてほしいですね」
　役目を終えた小樽運河は、埋め立てて道路になる
ことが決まったが、保存を求める市民運動が約10

小樽天狗山
標高 532ｍ、小樽のシンボル的な
天狗山。市街からバスで簡単にアク
セスでき、 ロープウエイで山頂へ向
かうとテラスからの絶景が広がって
いる。夜景は北海道三大夜景の1つ
と言われ、宝石を散りばめたように
美しい。気温差の大きい朝などには
雲海を見られることも。
〈小樽天狗山ロープウエイ〉 
アクセス：小樽駅前から天狗山ロー
プウエイ行きのバス（約17分）で
終点下車。
ロープウエイ料金：往復大人1,400
円、 小人（小学生以下）700円
運行時間：通常 9時 00 分～ 21時
00分 （春と秋に整備運休あり）
問い合わせ：☎0134-33-7381

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

年続き、昭和61年に折衷案により半分が道路、半
分が運河として残された。一方で北運河は、埋め立
て前の小樽運河の姿を残す、貴重な場所だという。
　「小林多喜二の小説の舞台にもなった北海製罐第
三倉庫の解体が検討されたのですが、保存を望む市
民の声も多く、解体は回避される見通しとなりまし
た。小樽の原風景を残そうという機運が高まってい
るのです」
　歴史と文化を大切にする空気がある小樽の街に、
数年後には北海道新幹線がやって来る。
　「新幹線が開通すれば便利になりますが、素通り
できてしまいます。小樽には歴史やグルメはもちろ
ん、天狗山や穴滝など自然の楽しみもたくさんあり
ます。さまざまな魅力をしっかり発信して、観光だ
けでなく教育旅行でも選ばれる街になれるよう努力
したいです」
　そう語る永岡さんは、これまで新幹線に乗る機会
はさほど多くなかった。
　「コロナ禍前に、出張で東北新幹線に乗ったので
すが、車内でゆっくりお弁当を食べようとしたら、
あっという間に目的地に着いてしまいました。本当
に速くて便利な乗りものだなと驚いたものです」
　新幹線で「あっという間」に小樽に着くようにな
るのももうすぐだ。それまでに、小樽を一層魅力的
な街にするのが、永岡さんの今の目標だ。

手宮線跡地
北海道初の鉄道「官営幌内鉄道」は、明治 13年に
開通した。その後、手宮・小樽（現・南小樽）路線
は旧国鉄手宮線となったが、昭和 60年に廃止となっ
た。線路の横が 1,600 ｍの散策路となっている。
アクセス：小樽駅から徒歩約 5分。散策自由（冬季
は通行不可）
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宍し
ん
じ
こ

道
湖
に
沿
っ
て
出
雲
と
松
江
を
つ
な
ぐ
一
畑
電
車
。

徹
底
し
た
経
営
の
ス
リ
ム
化
と
自
治
体
か
ら
の
支
援
で
、

沿
線
に
住
む
人
々
の
移
動
を
支
え
て
き
た
。

今
も
列
車
増
発
や
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
開
催
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
奮
闘
が
続
く
。

文
・
写
真
：
伊
原　

薫

一 

畑 

電 

車 

１
世
紀
以
上
前
か
ら

人
々
の
移
動
を
支
え
た
鉄
道　

　

古
く
か
ら
、
秋
に
日
本
全
国
の
神
々
が

集
ま
る
と
言
わ
れ
る
出
雲
地
方
。
こ
こ
を

走
っ
て
い
る
の
が
、「
ば
た
で
ん
」
の
愛
称

で
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
畑
電

車
だ
。
そ
の
起
源
は
今
か
ら
１
０
０
年
以

上
前
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
の
電
鉄

出
雲
市
（
当
時
は
出
雲
今
市
）・
雲
州
平

田
間
開
業
に
さ
か
の
ぼ
る
。
翌
年
に
は
一

畑
ま
で
路
線
を
伸
ば
し
、
当
初
の
目
的
で

あ
る
一
畑
薬
師
へ
の
参
拝
客
輸
送
に
活
躍
。

昭
和
３
年
に
は
松
江
の
市
街
地
へ
と
到
達

し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
た
。

　

電
鉄
出
雲
市
駅
の
窓
口
で
「
フ
リ
ー
乗

車
券
」
を
購
入
し
、階
段
を
上
が
っ
て
ホ
ー

ム
へ
。
右
側
に
停
ま
っ
て
い
た
１
０
０
０
系

に
乗
り
込
む
。
老
朽
化
し
た
車
両
を
置
き

換
え
る
た
め
に
東
急
電
鉄
か
ら
購
入
し
た

【島根県】

車
両
で
、
元
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
無
塗
装
車

体
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
オ
レ
ン
ジ
色
を
身

に
ま
と
っ
て
い
る
。
車
内
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト

が
適
度
に
埋
ま
る
ほ
ど
の
乗
車
率
だ
。
や

が
て
出
発
し
た
列
車
は
、
Ｊ
Ｒ
線
か
ら
離

れ
る
と
北
へ
進
路
を
取
り
、
10
分
ほ
ど
で

川
跡
駅
に
到
着
。
観
光
客
と
思
し
き
10
人

ほ
ど
と
一
緒
に
下
車
し
、
隣
の
ホ
ー
ム
で
待

つ
出
雲
大
社
前
行
き
に
乗
り
換
え
た
。

　

再
び
10
分
ほ
ど
列
車
に
揺
ら
れ
る
。
終

点
の
出
雲
大
社
前
駅
は
、
小
さ
い
な
が
ら

風
格
の
あ
る
駅
舎
で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
美
し
い
。
駅
前
を
通
る
参
道
を
進
み
、

出
雲
大
社
へ
。
こ
の
地
へ
来
た
か
ら
に
は
、

何
は
と
も
あ
れ
参
拝
し
て
お
か
ね
ば
な
る

ま
い
。
い
た
だ
い
た
ご
縁
が
無
事
に
結
ば

れ
ま
す
よ
う
に
…
…
と
、
手
を
合
わ
せ
た
。

自
治
体
の
支
援
で
新
車
両
を
導
入

　

参
道
に
並
ぶ
店
を
ひ
と
と
お
り
の
ぞ
き
、

JR 木次線

JR山陰本線大社線

北松江線

斐伊川

松
江
城
▲

松
江

出
雲
大
社
▲

宍　道　湖

松
江
し
ん
じ
湖
温
泉

松
江
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　
　ガ
ー
デ
ン
前

朝
日
ヶ
丘

長
江

秋
鹿
町松江

フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク一

畑
口
伊
野
灘

津
ノ
森

高
ノ
宮

園

湖
遊
館
新
駅布崎雲

州
平
田

大
寺

美
談

旅
伏

川
跡高

浜
武志

直江
庄原

宍道
来待

玉造温泉

乃木

電鉄出雲市

遥
堪

浜
山
公
園
北
口

大津前

出雲科学館
パークタウン前

出雲縁結び空港

出
雲
大
社
前

■一畑電車路線図 宍道湖をバックに走行する一畑電車

松の木が風情を感じさせる出雲大社の参道

一畑電車フリ
ー乗車券。販

売当日の

み有効で、大
人 1,600 円

地
域
鉄
道
を

訪
ね
て 

出雲大社前駅の外観
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お
土
産
を
買
っ
て
駅
に
戻
る
。
待
っ
て
い
た

の
は
、
先
ほ
ど
川
跡
駅
か
ら
乗
っ
た
の
と

同
じ
、
最
新
鋭
の
７
０
０
０
系
。
沿
線
自

治
体
の
島
根
県
と
出
雲
市
、
松
江
市
で
構

成
す
る
「
一
畑
電
車
沿
線
地
域
対
策
協
議

会
」
の
支
援
を
受
け
た
設
備
投
資
の
一
環

で
、
平
成
28
年
度
か
ら
４
両
が
導
入
さ
れ

た
。
中
小
鉄
道
会
社
が
、
大
手
鉄
道
会
社

の
中
古
車
両
で
は
な
く
、
独
自
の
新
型
車

両
を
導
入
す
る
の
は
珍
し
い
。
そ
の
理
由

を
、こ
の
後
に
訪
れ
た
一
畑
電
車
の
本
社
で
、

取
締
役
運
輸
部
長
の
石
飛
貴
之
氏
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

　
「
平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、
対

策
協
議
会
か
ら
総
額
約
60
億
円
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
設
備
の
近
代
化
を
行
い
ま
し

■一畑電車株式会社
〈会社概要〉
本　　社　〒 691-0001　
　　　　　島根県出雲市平田町 2226番地
設　　立　平成 18年 4月 1日
払込資本　1億円
株　　主　一畑電気鉄道（株）
代  表  者　代表取締役社長　福富 茂人
従業員数　73名（アルバイト等を除く）
〈路　　線〉
営業区間　北松江線　電鉄出雲市・松江しんじ
　　　　　湖温泉　33.9km
　　　　　大社線　出雲大社前・川跡  8.3km
駅　　数　全 26駅うち無人駅 21駅
車 両 数　計 20両（保存車両を除く）
             （1000 系 6両、2100系 6両、
　　　　　5000系 4両、7000系 4両）

■鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
平成 15～ 19年度
鉄道軌道輸送高度化事業費補助金
平成 20・21年度
踏切保安設備整備費補助金
平成 15・17・21年度
レールの重軌条化、橋梁の改修、連動装置の改良、
車両の更新
踏切遮断機・踏切警報機の新設等

た
。
こ
の
中
に
は
、
営
業
運
転
で
使
用
し

て
い
る
全
車
両
の
更
新
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
２
両
編
成
の
車
両
は
東
急
電
鉄
の
中

古
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

１
両
編
成
の
車
両
は
条
件
を
満
た
す
中
古

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
新
車
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

た
だ
、
新
車
の
導
入
は
さ
ら
な
る
近
代

化
や
運
行
・
保
守
コ
ス
ト
の
低
減
が
見
込

め
る
一
方
、
導
入
コ
ス
ト
が
跳
ね
上
が
る
。

1両でも走れる7000系。一畑電車では86
年ぶりとなる新造車両だ

元東急電鉄の1000
系。うち1編成は「ご
縁電車」仕様だ
（上：外観 /下：車内）

雲州平田駅の脇にある
一畑電車本社の入り口

石飛貴之取締役運輸部長

地域鉄道を訪ねて【島根県】一畑電車

粟津稲生神社の参道を横切ろうとする 7000系

一
畑
電
車
で
は
、
最
近
１
両
編
成
の
新
型

車
両
を
開
発
し
た
鉄
道
会
社
や
車
両
メ
ー

カ
ー
の
協
力
を
得
て
設
計
費
用
な
ど
を
圧

縮
。
そ
れ
で
も
中
古
車
両
よ
り
段
違
い
に

高
い
こ
と
か
ら
、
全
車
両
の
置
き
換
え
は

や
む
な
く
先
延
ば
し
と
な
っ
た
。

　
「
幸
い
、
更
新
し
た
車
両
は
お
客
様
か
ら

好
評
で
す
。『
一
畑
電
車
は
最
近
が
ん
ば
っ

て
い
る
ね
』
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
と
、

私
た
ち
も
気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
」

国宝・松江城がある街。堀川めぐりや和菓子も人気　
　慶長16（1611）年に完成した松江城は全国に12しか残ってい
ない現存天守の1つ。短尺の通し柱などが特徴で、平成27年には
国宝に再指定された。お堀を巡る観光船も人気があるほか、周辺に
は松江のもう1つの名物・和菓子が味わえる店も点在する。

かつて日本一だった駅
　ありふれた1面 2線の交換可能駅だが、平
成13年から約6年間、この駅は「日本一」だった。
それは駅名で、近くの施設名に合わせて「ルイ
ス．C．ティファニー庭園美術館前」を名乗って

おり、表記18文
字、読み仮名23
文字は日本最長
を誇った。施設
の閉館で現駅名
となったものの、
今でもかなりの
長さだ。

松江イングリッシュガーデン前駅 松江しんじ湖温泉駅

元京王電鉄の 2100 系。平成 6年に導入さ
れ今も 3編成が残る

松江城は姫路城、彦根城、犬山城、松本
城と並ぶ「国宝 5城」の 1つ

城下町の堀を小船で巡る「堀川めぐり」は冬場も人気

松江は、京
都、金沢と

並ぶ

三大菓子処
ホームの駅名表示板
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珍
し
い
平
地
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
駅

　

雲
州
平
田
駅
に
併
設
さ
れ
た
本
社
を
出

て
、
再
び
松
江
方
面
に
向
か
う
。
乗
り
込

ん
だ
車
両
は
一
部
の
座
席
が
窓
を
向
き
、

テ
ー
ブ
ル
ま
で
備
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

平
成
25
年
に
改
造
さ
れ
た
「
楯た
て
ぬ
い縫
号
」
で
、

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
「
和
ス
イ
ー
ツ
列
車
」

な
ど
に
も
充
当
さ
れ
る
そ
う
だ
。
景
色
を

堪
能
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
和
菓
子
を
食

べ
ら
れ
る
と
は
、
な
ん
と
も
楽
し
い
に
違

い
な
い
。

　

続
い
て
降
り
た
の
は
一
畑
口
駅
。
こ
こ
は

全
国
で
も
珍
し
い
、
平
地
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
駅
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
出
雲
方
面
と

松
江
方
面
か
ら
の
線
路
が
こ
こ
よ
り
さ
ら

に
北
、
一
畑
薬
師
の
下
ま
で
続
い
て
い
た

が
、
戦
時
中
に
鉄
材
を
供
出
す
る
た
め
休

止
。
結
果
的
に
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
駅
と
な
っ

た
。
線
路
が
途
切
れ
た
先
に
は
、
そ
の
役

割
を
受
け
継
ぐ
か
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り

し
た
道
路
が
延
び
て
い
る
。
集
札
を
終
え

た
運
転
士
が
反
対
側
の
運
転
席
に
移
動
し
、

あ
わ
た
だ
し
く
出
発
し
て
い
っ
た
。

地
域
の
人
々
と
鉄
道
が
支
え
合
う

　
一
畑
口
か
ら
先
は
、
い
よ
い
よ
宍
道
湖
の

湖
畔
を
走
る
。
車
窓
い
っ
ぱ
い
に
湖
面
が

広
が
り
、
ま
さ
に
見
渡
す
限
り
の
大
パ
ノ

ラ
マ
だ
。
今
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ

が
、こ
れ
は
こ
れ
で
趣
深
い
。
先
ほ
ど
の「
楯

縫
号
」
は
、
座
席
が
こ
の
区
間
で
湖
の
側

を
向
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

絶
景
を
さ
ら
に
堪
能
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

湖
畔
に
沿
っ
て
走
る
こ
と
約
25
分
、
対

岸
に
近
代
的
な
街
並
み
が
見
え
た
と
こ
ろ

で
、
列
車
は
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
駅
に
到

着
。
駅
前
の
足
湯
で
疲
れ
た
足
を
い
た
わ
っ

て
い
る
と
、
も
う
す
ぐ
80
歳
だ
と
い
う
老

夫
婦
が
や
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
一
休
み
し
て

か
ら
、
一
畑
電
車
で
自
宅
に
帰
る
と
い
う
。

　
「
こ
の
歳
に
な
る
と
車
に
乗
る
の
も
怖
い

し
、
電
車
で
の
移
動
は
駅
ま
で
歩
く
の
が

良
い
運
動
に
な
る
。
や
っ
ぱ
り
、
ば
た
で

ん
は
、
こ
の
地
域
に
必
要
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
も
、
い
っ
ぱ
い
利
用
し
て

支
え
な
い
と
ね
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
減
便
を
決
め
る
鉄
道
が
多

い
中
、一
畑
電
車
は
列
車
の
増
発
を
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
「
後
ろ
向
き
な
こ
と
を
し
て
も

お
客
様
は
増
え
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
よ
り
便
利
な
鉄
道
に
な
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
飛
氏
）
と
い
う
、

揺
る
ぎ
な
い
思
い
が
表
れ
て
い
る
。

　

人
々
の
移
動
を
支
え
る
鉄
道
と
、
そ
の

鉄
道
を
支
え
る
地
域
の
人
た
ち
。
老
夫
婦

の
こ
と
ば
に
、
両
者
の
絆
が
見
え
た
気
が

し
た
。

本社や車庫がある拠点駅。
周辺には古い街並みも
　駅の南側には車庫と車両工場があ
り、さまざまな車両が見られるほか、
日本最古級の電車「デハニ50形」

の体験運転も開催される
（要事前申し込み、現在
は休止中）。周辺には木
綿の栽培が盛んだった頃
の古い街並みが「木綿街
道」として観光名所に。
日本酒や生姜糖、醤油な
どの地産品も買える。

ホームから湖を、
のんびり一望できる
　ホームから宍道湖が見え
る駅は意外と少ない中、こ
こは道路を隔てたすぐ向こ
うに湖が広がり、ホームの
ベンチに座りながらその風
景を堪能できる。駅舎は平
成 7年に建て替えられた一
方、ホームの上屋は古レー
ルが使われた“年代物”で、
レトロな雰囲気が感じられ
る。

雲州平田駅の外観（上）と木綿街道（下）

ホームのベンチから宍道湖を一望できる。
ちなみに駅名は「あいかまち」と読む

和スイーツ列車として運行時の
楯縫号の車内（2019年撮影）

一畑口駅での上下列車のスイッ
チバック交換。左奥が松江方面
で右奥が出雲方面だ

松江しんじ湖温泉駅
の外観（上）と足湯

湖畔に沿って走る 7000 系。一般公募によ
り、白を基調とした車体に「出雲の風景」
をテーマとしたフルラッピングを施工。デ
ザインは各車両で異なる

秋鹿町駅雲州平田駅
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サポーターの声
Supporter's Voice

鉄道があるから地域が豊かになった。
その証を残したいと思いました。

さとがた保育園 理事長  板木 正久 さん

地域鉄道を訪ねて【島根県】一畑電車

　出雲大社前駅行きの列車に乗り、高浜駅を出ると
すぐ、線路際に2両の“列車”が止まっているのが
見える。予備の車両をここに置いているようにも思
えるが、よく見ると線路がつながっていない。実は
これ、隣にある「さとがた保育園」
の所有物、つまり保存車両なのだ。
この地に置かれたのは平成10年の
こと。その経緯を、理事長の板木
さんはこう話す。
　「ここで保存しているのは、ばた
でんが電化後に初めて導入した電
車です。ばたでんができたことで、
この地域は松江へ日帰りで行ける
ようになり、豊かになりました。そ
の“功労者”をぜひとも残したい
と思い、譲ってもらったのです」
　現在、2両のうち1両は車内に
ピアノを設置し、音楽教室などと
して使用。もう1両はしばらく児
童クラブで使われ、現在は作業場としてイベントに
使うミニSLなどが所狭しと置かれていた。
　もともと鉄道好きで、進学した大学になかった鉄
道研究会を設立したというほどの板木さん。車両の
譲渡をきっかけに、その後さまざまな形で一畑電車
を応援するようになった。

　「最近では、“花火列車”というのを企画しました。
毎年、近くの田んぼをお借りして保育園主催の花火
大会を開いているのですが、これを臨時電車の中か
ら見てもらおうという趣旨です。せっかく花火大会

をするからには、一畑電車さんとう
まく連携し、お互いが価値を高め
合うことができればと思って、提
案しました」
　とはいえ、列車を駅ではない場
所に停めるには、さまざまな課題
がある。近くの踏切が閉まったま
まにならないよう、係員の配置も
必要だ。さらに、この花火列車の
運賃は大人100円、小人は50円。
収益という点では、保育園も一畑
電車も間違いなく赤字である。
　「年を取って車に乗れなくなった
時のために、地元の大切なインフ
ラである公共交通は必ず残してい

かなければなりません。それにはまず、地域の人々
に鉄道への関心を持ってもらう必要があります。こ
れからも、自分ができる範囲でいろいろな企画を考
えたいと思っていますし、うまく一畑電車さんと連
携しながら、地域の人を巻き込んでいきたいですね。
それが、地域の活性化にもつながりますから」

七夕祭りに合わせて運行された「花火
列車」（写真提供：さとがた保育園）

大社線との接続駅。
3方面の列車が並ぶ
　北松江線と大社線の接続駅。ここで
は電鉄出雲市・松江しんじ湖温泉・出
雲大社前の3方面に向かう列車がほぼ

同じタイミングで到着
～出発し、それぞれの
乗客がスムーズに乗り
換えられるダイヤが組
まれている。2面 4線
のホームにずらりと列
車が並ぶ姿はなかなか
壮観だ。

映画にも“出演”した、
デハニ50形を展示
　駅の傍らにぽつんと止まって
いる古めかしい電車は、平成
22年に公開された中井貴一主
演の映画「RAILWAYS」で“も
う1人の主役”となったデハニ
50形 52号車。昭和3年に製
造され、平成21年に引退する
まで、80年以上にわたって現
役で活躍した。車内見学も可能
で、木造の壁や床、簡素な運転
台に往時を偲ぶことができる。

出雲大社前駅

川跡駅の外観（上）と3方面の列車が並ぶ様子

出雲大社前駅
で展示されて
いるデハニ50
形 52 号車の
外観と車内

保存車両の前に立
つ板木理事長 さとがた保育園には

2両の保存車両がある

川跡駅
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第22回「鉄道のある風景写真コンテスト」結果発表
　9月3日（金）、第22回「鉄道のある風景写真コンテスト」の審査会を開催しました。
今年は383名（1,070点）の応募があり、審査の結果、グランプリ（国土交通大臣賞）
は川西　康之さん（東京都）の作品「2回目の春」が選ばれました。以下に掲載する全
14点の入賞・入選作品は、当機構ウェブサイトに掲載するほか、下記の会場で展示
いたしますので、ぜひご覧ください。

〈入賞・入選作品展示会〉

審査委員
※敬称略

委員長　猪井 貴志（写真家）                     
委　員　中村 直美（㈱交通新聞社常務取締役第 2出版事業部長）
委　員　竹内 健蔵（東京女子大学教授）
委　員　上原　　淳（国土交通省鉄道局長）　
委　員　河内　　隆（鉄道・運輸機構理事長）　

◉ 高知市役所（とさでん交通） 　令和 3年  10 月 18 日（月）～ 28日（木）
◉ 高松琴平電気鉄道 瓦町 FLAG　　 　　　　11月  3 日（水）
◉ つくばエクスプレス 浅草駅　　　 　　　  11 月  8 日（月）～ 16日（火）
◉ 神戸電鉄 谷上駅　　　　　　　　 　　　  11 月 19日（金）～ 25日（木）
◉ 京都市交通局 烏丸御池駅　　　　 　　　  12 月 1 日（水）～  7 日（火）
◉ 京阪電気鉄道 中之島駅　　　　　 　　　  12 月 13日（月）～ 20日（月）
◉ 近畿日本鉄道 桑名駅　　　　　令和 4年   1  月   6 日（木）～ 17日（月）

『2回目の春』
川西　康之

　（えちごトキめき鉄道　妙高はねうまライン　二本木駅～新井駅）国土交通大臣賞
グランプリ

鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn 26
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『
雨
上
が
り
』

宇
佐
美  

公
男

（
四
国
旅
客
鉄
道　

予
土
線　

西
ヶ
方
駅
〜
真
土
駅
）

 春賞　「鉄道の日」実行委員会会長賞

『窓辺の風景』
遠藤  里美

（東海旅客鉄道　身延線　入山瀬駅～堅堀駅）

 夏賞　鉄道・運輸機構理事長賞

 秋賞　「鉄道の日」実行委員会会長賞

『
紅
葉
が
お
出
迎
え
』

明
野  

敏
行

（
北
条
鉄
道　

播
磨
下
里
駅
〜
法
華
口
駅
）

 シティ・トレイン・ビュー賞

『
2
0
2
1
年
7
月
23
日
』

外
岡  

宏

（
東
日
本
旅
客
鉄
道　

京
浜
東
北
線　

東
京
駅
〜
神
田
駅
）

 冬賞　国土交通省鉄道局長賞

『霧氷の朝』
岡本  一晃

（しなの鉄道　北しなの線　黒姫駅～古間駅）

 ジュニア賞

『一夜限りの賑わい』
内藤  拓海

（東日本旅客鉄道　信越線　横川駅）



第22回「鉄道のある風景写真コンテスト」結果発表

『無人駅のアート』
成田　清一

（弘南鉄道　黒石線　田舎館駅）

『早朝列車が目覚めのベル』
志田　幸夫

（東日本旅客鉄道　只見線　越後須原駅）

『里の休息』
荒木  貴啓

（西日本旅客鉄道　津山線　牧山駅～野々口駅）

『ダイヤモンド富士』
横井  規和

（京浜急行電鉄　本線　屛風ヶ浦駅～上大岡駅）

『光環』
塩野  いくお

（東日本旅客鉄道　烏山線　小塙駅～滝駅）

『只見の美しい春』
石井  道之

（東日本旅客鉄道　只見線　早戸駅～会津水沼駅）

『厳冬の汽笛』
服部　浩樹

（北海道旅客鉄道　根室本線　
釧路駅～東釧路駅）

入選

入選

入選

入選

入選

入選

入選

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
第
22
回
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
元
気
な
姿
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う

で
、
審
査
員
一
同
喜
び
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
自
由
に
撮
影
に
出
か
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
我
慢
の
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
こ
こ
は
も
う
ひ
と
踏
ん

張
り
し
て
、
来
る
日
の
た
め
に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

今
も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
ま
す
ま
す
進
化
し
続
け
て
い

ま
す
。
朝
・
昼
・
晩
と
時
間
を
選
ば
ず
撮
影
可
能
な
の
は

当
た
り
前
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
も
多
く
の
絶
妙
な
時
間
帯
の
作
品
が

応
募
さ
れ
入
選
し
て
き
ま
し
た
。

　

撮
影
し
た
い
場
所
に
思
い
を
馳
せ
撮
影
計
画
を
立
て
る

時
、
も
う
一
度
基
本
で
あ
る
５
W
１
H
（
い
つ
・
ど
こ
で
・

だ
れ
と
・
な
に
を
・
な
ん
の
目
的
で
・
ど
の
よ
う
に
）
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
今
や
、
撮
影
者
に
は
欠

か
せ
な
い
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
リ
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、

列
車
の
通
過
時
間
に
合
わ
せ
、
自
身
の
思
い
描
く
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
ジ
ャ
ス
ト
マ
ッ
チ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
決
ま
っ

た
時
の
そ
の
喜
び
は
皆
さ
ん
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
は

ず
で
す
か
ら
。

　
一
日
も
早
く
そ
の
日
が
訪
れ
る
の
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

第
22
回
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
グ
ラ
ン

プ
リ
を
射
止
め
た
の
は
川
西
康
之
さ
ん
の
作
品
「
２
回
目

の
春
」。
久
し
ぶ
り
の
お
出
か
け
な
の
で
し
ょ
う
か
、
車
窓

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
雄
大
な
風
景
を
、
ま
さ
に
ひ
と
り
じ

め
し
て
い
る
可
愛
い
女
の
子
の
姿
に
は
、
気
持
ち
が
癒
さ

れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
し
た
よ

う
な
爽
快
な
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

                                                                                                                                  

審
査
委
員
長　

猪
井 

貴
志
（
写
真
家
）

審
査
委
員
長 

総 

評
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　当機構では、令和3年2月から令和3年9月にかけて新しい共有船8隻が竣工いたしました。
　各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、

地域の交通と日本の物流を支えています。

02J R T T  T O P I C SJ R T T  T O P I C S

竣工船の紹介

令和3年6月10日、広島県尾道市の内海造船株式会社
において竣工した津軽海峡フェリー株式会社との共有
旅客船。

■ 総トン数：8,901トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車航送船　
■ 政策目的：モーダルシフト船（高度モーダルシフト船）
■ 旅客定員：400名
■ 航　　路：苫小牧～八戸

令和3年6月16日、大分県臼杵市の株式会社臼杵造船
所において竣工した九州郵船株式会社との共有旅客
船。

■ 総トン数：1,125トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車渡船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
■ 旅客定員：176名
■ 航　　路：博多～比田勝

「シルバーブリーズ」 「うみてらし」

令和3年2月28日、長崎県長崎市の株式会社井筒造船
所において竣工した五島旅客船株式会社との共有旅客
船。

■ 総トン数：431トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車航送船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
■ 旅客定員：168名
■ 航　　路：郷ノ首～福江

令和3年3月10日、長崎県長崎市の株式会社渡辺造船
所において竣工した屋久島町との共有旅客船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車航送船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
　　　　　　 労働環境改善船
■ 旅客定員：150名
■ 航　　路：宮之浦～口永良部・島間

「フェリー太
たいようつー

陽Ⅱ」 「O
オ ー シ ャ ン

CEAN」
Passenger Ship

▶旅客船

Passenger Ship
▶旅客船

Passenger Ship
▶旅客船

Passenger Ship
▶旅客船
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令和3年5月13日、愛媛県今治市の伯方造船株式会社
において竣工した宮川海運株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：999トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：高度二酸化炭素低減化船
■ 積　　荷：黒油

令和3年9月16日、静岡県静岡市の株式会社カナサシ
重工において竣工した池田商事株式会社との共有貨物
船。

■ 総トン数：231トン　
■ 船　　種：油送船　
■ 政策目的：二重船殻構造船
　　　　　  （フルダブルハルタンカー）
■ 積　　荷：黒油

「鶴
かくしんまる

神丸」 「たいへい丸まる」

▶貨物船

Cargo Ship
▶貨物船

Cargo Ship

令和3年8月30日、広島県尾道市の瀬戸内クラフト株
式会社において竣工した津吉商船株式会社との共有旅
客船。

■ 総トン数：19トン　
■ 船　　種：旅客船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
■ 旅客定員：44名
■ 航　　路：津吉～相浦～佐世保

令和3年2月13日、大分県佐伯市の株式会社三浦造船
所において竣工した玉井商船株式会社との共有貨物
船。

■ 総トン数：748トン　
■ 船　　種：液化ガスばら積船　
■ 政策目的：高度二酸化炭素低減化船
■ 積　　荷：LPG

「つよし」「第
だいにじゅういち

二十一いづみ丸
まる

」
Passenger Ship

▶旅客船▶貨物船

Cargo Ship

竣工船の紹介
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「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
２
０
２
１
年
秋
季
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

▼
巻
頭
言
で
は
、「
当
機
構 

改
革
に
向
け
発
進
」
と
し
て
改
革
プ
ラ

ン
の
主
な
取
り
組
み
や
成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
従
前

の
枠
組
み
の
中
で
し
か
で
き
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
も
の
を
、
課

題
の
克
服
を
念
頭
に
、
国
や
他
法
人
の
事
例
を
参
考
に
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
当
機
構
自
ら
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

▼
本
号
の
特
集
乗
船
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
乗
船
記
事
で
は
な

く
、
新
企
画
の
御
船
印
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
近
距
離
で

の
東
京
湾
一
周
の
旅
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
れ
ば
、

日
本
全
国
の
御
船
印
の
旅
に
繰
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
今
年
度
上
半
期
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト「
九

州
新
幹
線
の
レ
ー
ル
が
つ
な
が
る
」（
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）、
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
工
事
記
録
映
像
の
初
公
開
、
㈱

ユ
ー
グ
レ
ナ
社
と
の
連
携
協
定
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
今
ま
さ
に
札
幌
に
向
け
て
ト
ン
ネ
ル

掘
削
中
の
北
海
道
新
幹
線
の
小
樽
鉄
道
建
設
所
の
現
状
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

▼
最
近
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
が
劇
的
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
が
変
化
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

個
人
的
に
は
、
速
や
か
な
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
か
ら

の
脱
却
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

▼
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
「
２

回
目
の
春
」
が
示
し
て
い
る
家
族
で
お
出
か
け
で
き
る
環
境
が
楽
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
に
戻
っ
た
時
に
、鉄
道
や
船
舶
が「
旅
」

を
支
え
る
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
が
見
直
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
が
実
施
す
る
各
種
事
業
へ
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
今
回
ご
紹
介
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
今
後
も

当
機
構
事
業
と
関
係
す
る
「
珍
し
い
」「
今
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
画
像
を
随
時
、
公
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意

見
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
宛
先
は
当
機
構
Ｈ
Ｐ
（
広
報
課

メ
ー
ル
窓
口
）に
投
稿
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
広
報
課
長
）
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My 
Favourite 

Train
私のイチ押し、すてきな列車

［36ぷらす3と新しい長崎駅］

ある晴れた夏の日、ご縁をいた
だきJR九州 ｢36 ぷらす 3｣ 試乗
会と西九州新幹線長崎駅の見学会
へ。以前訪れたのは在来線ホーム
がまだ地上にあった頃でした。
36ぷらす 3が高架になったホー

ムに入線……、あれ、雰囲気がまるっ
きり違う！　初めて来たような感覚に
なりました。天井が高く、新幹線ホー
ムへとつながっています。その新幹
線側の駅舎は今まさに造り上げてい
る最中で、その一角では、地元の
子どもたちにガラスピースを用いて
枠の中に自由に配置してもらい、そ
れをもとにガラススクリーンを完成
させるといった取り組みもなされる
そうです。県外だけでなく地域と結
び付きのある新駅舎になると期待が
高まります。
一番印象的だったのは、新幹線

ホームから見える長崎湾。車止めの
向こうには大きく遮るものがありませ
ん。さすがは日本最西端の新幹線駅
といった眺め。一方で駅前側を見る
と、クリーム色と緑色の路面電車が
ゆっくり走っていきます。あぁ良かっ
た、私が知っている長崎駅です。
街に生き、鉄道の未来に生きる西
九州新幹線の長崎駅。2022（令和
４）年秋頃のデビューが楽しみです。

長崎駅の外観完成予
想パース図（上）と長
崎駅のホーム完成予
想パース図（左）

建設中の長崎駅の外観（撮影：令和3年7月）

建設中の長崎駅のホーム（撮影：令和3年7月）

文

斉藤雪乃
（タレント）

　36ぷらす3は、JR九州在来線特急の主力
車両である787系電車を改造したD&S（デザ
イン＆ストーリー）列車。コンセプトは「九州
のすべてが、ぎゅ―っと詰まった“走る九州”
といえる列車」。5日間かけて九州7県を反時
計回りに巡るコース設定となっている。
　車両レイアウトは、1号車から3号車までは
個室、5、6号車は座席タイプの客室である。
また、3号車は17年ぶりにビュッフェが復活し
た。4号車はマルチカーとして、車内での体験
やイベントなどに活用されている。

（写真提供：JR九州）

個室タイプの1号車 イベント等に利用される4号車 座席タイプの6号車

里信号場・肥前大浦
駅間を走行する「3

6ぷらす3」

編

集

後

記
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